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１．研究計画の概要 

 

社会的選択理論は人間の集団における意思
決定のルールについて研究する学問分野で
あり，通常は人口が有限であるような社会に
おける問題を扱うが無限の人々が存在する
場合についての研究も多くなされており，人
口が有限な場合とは異なる結論が得られて
いる。本研究ではこれまで数年にわたって続
けてきた，代数トポロジーを用いた社会的選
択理論の数学的構造に関する研究や無限人
口社会における社会的選択ルールの計算可
能性および競争経済の一般均衡の計算可能
性の問題についての研究などを基礎として，
社会的選択理論やゲーム理論（ナッシュ均衡
やコアの存在），一般均衡理論などの数理的
性質を数理論理学，計算可能解析学，構成的
数学，および圏論，トポス理論などを用いて
深く調べる研究を進めて行く。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 無限人口社会におけるさまざまな社会的
選択ルールの決定不可能性，すなわち有限人
口ならば独裁者が存在するかどうかを決定
できるのに対して，同じ社会的選択ルールに
ついて無限人口社会においては決定が不可
能であることと，構成的数学(constructive 

mathematics)における limited principle of 

omniscience(LPO)との関係，および計算論に
おける停止問題(halting problem)との関係
について研究し，査読のあるジャーナルにい
くつかの論文を発表した。 

(2) 一般均衡理論，特に競争経済における均
衡の存在とブラウワーの不動点定理との同
値性に関する宇沢の定理が，構成的には必ず

しも成り立たないということについて，カン
トールのいわゆる対角線論法を使った議論，
および構成的数学における lesser limited 

principle of omniscience(LLPO)との関係に
ついて研究し，査読のあるジャーナルにいく
つかの論文を発表した。  

(3) ブラウワーの不動点定理，角谷の不動点
定理，シャウダー，ティホノフ，ファン・グ
リックスバーグの不動点定理などは構成的
数学の観点からは厳密には成り立たない。す
なわち具体的に不動点を見つけるアルゴリ
ズムは存在しない。しかし，近似的には構成
的に成り立つ。上記各定理の近似バージョン
についての構成的証明を提示するとともに，
一般均衡理論（競争均衡の存在証明）やゲー
ム理論（ナッシュ均衡，およびＮＴＵゲーム
におけるコアの存在証明）への応用について，
いくつかの論文が査読のあるジャーナルに
掲載予定となっている。 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）研究成果を査読のあるジャーナルに
発表することができている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
各不動点定理の近似バージョンではなく，関
数がある種の条件（局所的に一定ではないと
いう趣旨の条件）を満たす時に，厳密な不動
点定理が構成的に証明可能であるというこ
とについての研究と，その結果の理論経済学
やゲーム理論への応用研究を進めて行く。 
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